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26. イガ幼虫 に対す る防虫加工持物の防虫効果 および 実 用温度 の検討 辻I)r･肝1･(奈良女子

大学家政学部被服で理学研兜基) 50.6.12受即

rj色純毛モス1)ンを数樺の防虫剤で処方捜し.イガ (Tinca♪eltionetLaL.)をつかって企t,lf試験を

行ない. 防虫効果, 穀虫力について検-,,付し実用的な処即氾度の推定を行なった.渋皮を対数に変換

すると, 1つの交点をもった2本の宙繰とな り, 変dhL:t以上の的度が実用的な有効損皮であること

を認めた.

羊毛撃工はIを休存する場合防虫法としてはパラジクロ

ールベンゼンなどの忌避剤を似う方法,繊維を防虫剤

で加工する方法などが通用されている.繊維に加工す

る防虫剤 としては Eulan類や MitinFFなどが用い

られてお り,これらは羊毛trl,!虫がケラチンを消化すろ

能力を抑制する作用を有するといわれているlJ.チ(A:毛

製品に加工した場合できるだけ少rlnで効架が大 きく持

続性のよいことが必-,rElである.

そこで放相の防虫剤で限度をかえて加工した防虫加

工毛綴物を.20oC,30oCの氾皮で飼育したイガ幼虫

(Tt'nca♪etLl'0〃e〃a)を放って食害試験を行ない, そ

の企i!f抑制効架から実用沢皮の検討を試みた. ここで

班用したBJJ'虫剤 Dielmothは,Dieldrinを20,00'含有

したyJ'出剤で安価で効果が大きく汎用されていたが,

昭和47咋11月に唱は肌に触れることが多い製品および

乳幼児製lVICこついては班用しないこと,その他の製品

については,Dieldrinのき剤ま繊維茄砲に対して0.01

,%以下という池逆が池産省から山されている.

本文に入るに先だち,ご指導ご校閲を賜わったiJ'く都

大学盟学部昆虫学研究室の内田俊郎教授に厚くお礼lrl

Lあげます.なお実験に御協力下さった藤岡珪子さん,

抑阿礼-T･さんに感謝します.

材料および方法

防虫加工布:自也 の純毛 モスリンを用いて Eulan

NKF,EulanCNA,EulanUsa,MitinFF,Dielmoth

(Dieldrinを20%令イj'するXylcnem紋)の5椛lSiの

防虫剤を組維爪iLtに対し0.05-5.0,00'まで6段脈の況

皮でIIIr,?法によりrUj山加工を行なった.

イガ幼虫の飼育法 :企!.(.(試験に用いたイガ幼山は'rt

者の研死去で継続飼育していろものである.防虫効力

を判定する場合試験に用いる昆虫の薬剤感受雌ができ

るだけ一定であって,再現性よく比較検討できること

が.qtRLであろ.羽化した成虫を産卵筒に入れ産卵をは

じめてか ら24時間内の卵 1.000桐を直径 11.5cm深さ
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7.5cm のガラスシャーレに入れ, ガラス板のFIl火に

は径 3cmの穴をあけて40メッシュの金網を舶 り旭光

をよくして蓋とした.

餌はカツオブシ粉末にその_qLfiiの20,%の乾煉粉末酵

母を加えたものを用いた.飼育は20oCおよび30oCの

柿 .u基で行ない泥皮は両氾庇区とも60-70%に調節し

た.

食事試験法 :防虫加工した布および無処Wl布を2cm

角に故断し (平均茄虫46.6mg), イガ幼虫10頚とと

もに直径 4.5cm探さ1.5cmの ガラスシャーレに入れ

た.食望f試験は朗だ条件と同じ20oC,30oCの配皮区

で 1週間行なった.試験に収用したイガ幼虫は令朗の

判定が困難なため2･S). もっともll,毛虫姐が 多 くて変動

の少ない時期をえらび 20oC区ではふ化後50日日 (平

均体茄4.22mg),30oC区ではふ化後28日日 (平均体

式 1.75mg)のものを用いた. 1週間食Elutさせた後そ

れぞれの布の或壬誌を州定し減免分を食当FIiとした.

防虫加工剤の防虫効力を評価するT:めに.加工付の

食Eit泊の,無処FJ!布の企-tif虫に対すろ比を求めて評仰

する方法が用いられるl)ことも多いが.ここでは血!.!,(

_''itそのものを用いて節折した.実験のくり返しは10回

である.

結果および考察

I. 20oC区における企譜状況について

各担防虫剤で況度別に加工した白純毛モス])ンの企

I.Lf試験結果は表 1に示した.

細処刑!布 の食5iFl<lnは 37.62mgであり試験開始時

の/T)-の;T(さ (46.61mg)の80.7%が企'.Jfされ T:.

Dielmothは低tlI2度から効米が あ り,0.3,% の加T.

(Dieldrinの.JRとしては0.06%)で企(.1tJltは 2.69mg

となり肉眼では企出は認められなかった.EulanU33.

MitinFFは0.5,% 以上になると.tilげきな企!.!f!Ltの訊戎

少が認められた.EulanCNAは5%加工で も4.55mg

の食告がみられ,今回用いたr;JJ'虫剤のなかではもっと



防 虫 科 学 苅 40 巻-IV

Table1. Fccdingamountofwoolenfabricstreatedwithproolingagent占

bytheclothesmothlarvae(20oC)

ProoHng
agcnt

Nontr(ヲated

Con°%or
Proofing
agents

Ant.eaten
mgby
10larvae

Dje]moth

50
1

3
5
0

0

0

0
0
0

0
1

3

5

82

84

69
63

00
46

6

1

2
1

1
0

0

日り
‖

S.D. C.V.

2.417 6.42

Indiceso【
lnJOury%

7
8
2
7

8

9
0
6
6

9

4

6
12
37
31
35
飴

0

2
1

2

6

9

5

17
43

01

51

35

31

1
1
1
0
0
0
0

71
47
15

33
66

22

4
1
7

4
2
1
0

4

3

EulanNKF

50

1
5
0

0

0

0

0
0
1

3

5
.

EulanCNA

50
1

5
0

0

0

0
0
0
1

3
5

66

鵬

お

68
43
7

2

7

6

4
2
1

2

1

6

1
1
9

0

5

4

0
0
8

5

5

4

2
0
2

9

4

3

3

3

2

鵬

脚
4
75
63

4

9

6
0
2
2

5

1
1

1
一
1

2

9

7

7

5

5

3

5

9

0

6

0

0

6

5

3

2

2
1
0
0
0
0

2
4
1
4
6
7

0
3
6
4
.4
5

0
5
6
2
6

4

6

4

1

1

0.426 1.24 91.6
2.796 8.73 85.1
2.758 9.19 79.77
2.332 10.19 60.85
1.154 12.15 25.25
0.35 7.69 12.07

EulanU33

50

1

5
0

0

0

0

0

0
1

3

5

37
51
89
62

拡

9

3
6
5
3

2

0

3

2

0.987 2.96
1.309 4.94

0.7 11.88

0.255 7.01
0.201 9.8

0.174 18.69

50

1
5
0

0

0

0
0
0
1

3
5

5

6

5

2

9

2

0

2

9

8

8

6

5

4

8

5

1

0

3
2

3.046 8.69
1.677 6.91
1.108 12.38

0.641 11.0

0.384 20.29

0.399 64.45

も効力は小さかった.食!i(lFlの変動は無処珊布の6.42

に比べて全休に大きく.とくに Dielmothは加工肌IR

が高くなると変5.J･係数も大きくなろ帆句がみられた.

2. 30oC区におけるJT.I,(状況について

30oC区における企▲L(.坑駿のf!Juiは出2に'-J-(した.

20oC区の余韻!晶に比べてどのrjJ'dl剤でも企▲.f.(I-Itは少

なく湘UJn工1T]-の食告LFftiも18.52mgで約yEであった.

Diclmothは0.05%加工 (r)ieldrin砲0.OI彩)で企当
fltは1.08mL･となり肉眼で布の損傷状態は全然認めら

れず1:JJ'山効ノJは非'.I;'fに大きい,EulanNKF,Eulan

U33,MitinFFも0.5%加工で殆んど択傷は認められ

7
47

66

62
44

47

88
70
_5
9
5
2

7
9
9
7

2
5

I
-
4
7

4
0
6

3
4
3
5

5
1

9

6

2

1

なかった.EulanCNAは20}C区とMは他の防虫剤に

比べて効力が小さく,5%加工でやっと肉眼で択街が

認められない村政であった.允rJf_FItの変動は20oC区

に比べてさらに火きく.Diclmothにその帆句は頼著

であった.20oC.30oC区を通じて食-r吉が減少し防虫

効力が大きくなるほど変動が大きくなる幌向が観察さ

れた.

3. 企!.!T-におよばす温度の影響

表 1,2に示した如く30oC区における食害量の減

少について.両沢度区の関係をみたのが図1である.

30oC区に比べて20oC区における食Ir.jf崩が大きく絹
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Table2. Feedingamount.ofwoolenfabricstreatedwithproofingagents

bytheclothesmothlarvae(30oC)

apgr::fting i;o:n:cfttfnigof Ai ltaLryveaa:en s･D･ C･V･ inn,d.iuc:;蛋

Nontreated

Dielmoth

18.52 2.01 10.85 1∝).0

05
1

3
5

0

0

0

0

0
1

鵬
94

40
払

1
0

0
0

0

7

5

5

o
8

7
0

14
40

60
00

0
Hリ

NR
.
意

.
8
.

0
0

0
0

0

EulanNKF

50
1

5

0

0
0

0
0

0

1

3

5

EulanCNA

50
1

5
0

0

0

0
0
0
1

3

5

85
0

17

83
71

2
7

3
1

0

0

1

83
鵬

16

5

5

5

2
1
0

2

5

2

2
9

1

9

4

3

4

4
0

4

4

8

0

1

2

3

4

2

5
7

1
1

2

81
46

の

81

2

1

1

1

0
0

0

認
80

11

88

8

9
7

7

9

3
0

6

3

1

5
96

7
71

98
糾

0
7
6
5

5

2

2
1
1
1

3.517 17.16 110.69

2.4 13.36 96.97
4.138 24.78 90.17
2.132 13.57 84.83

0.619 10.35 32.29
0.678 33.25 11.01

50
1
5
0

0

0
0
0
1

3

6

2
9

4

2
2
3

2

7

5
5
0

0

-
.-

4
9

5

7

9
6

0

18
24
32
糾
.

0

割
04
6

舵

2

8
7

2

3
3

1
0
0

MitinFF

50
1

5
0
0

0
0

0
1

3

お

71
53
18

5

3
3
1

0

1

1

6

1
8
6

1
5
8
5

0
7
2
3

0

3
4
4
1

詔
13
14
6

6

5
5
1

4
6
1
0

0

8
2
1
1

3

3
2
9
1

0

9

8
2

05
03
粥
3

3

3
9
6

0

8
7
1

弧である場合防虫剤の効果が大きいようにみられるが,

これを試験に班用したイガ幼虫の体重との胸連で考え

てみると.30oC区の幼虫は 1.75mg,20oC区では

4.22mgで 20oCで飼Ifi-した幼虫は約 2倍の体式があ

り,紬処flnl相 の企凹出は体茄に比例して30oC区

18.52mg,20oC区37.62mgと約 2胎の企uiiiが認め

られてお り,EulanCNA,EulanNKF,EulanU33,

MitinFFについての企-lj出は体魂に依存していると

考えられるが,Dielmothは 30oC区での企!-Hiltが非

I.榊こ減少し氾皮依存性の大きいことが認められた.臥

鹿が高いほど防虫効果が大きいといえる.このことは

Dieldrinのような有機塩謹呈系の畠英と,EularL桝,

MitinFFなどの独料型のrjJ'虫剤との作JT]機構がこと

なろことを示していると瓜われる.
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4. 食増試験におけるイガ幼虫の死亡率

20oC,30oC両試験区における没度別の死亡畔を火

3に示した.

20oC区ではEulanCNA.Dielmothの死亡畔が低

く,30oC区ではどの防虫剤 も20oC区に比べて正一古くな

っておりEulanUsa,MitirLFFは3%以上で殆んど

死亡した.Dielmothは 20oC区に比べて揃い死亡率

を'示した.Dielmothは食EB出が体盃よりもiLi班に大

きく披r/ilしていたが. この焔因は 30oC区での死亡埠l

の揃かったことにもあるのではないかと.rTnわれろ.

20oC.30oC区共どの防虫剤 も浪度が描くなると光

亡率も糊加する似rl'1]がみられた.Dieldrinは殻山ノJが

大きいといわれているが今回の火映では他のIUJ'山剤と

大差なく.EulanU33,MitinFFよりは低か った.
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しかしDielmothの食t!3試験では死亡虫の状頂は他の

防虫剤とことなっており,0.05,%の低温鑑加工では死

亡率は低いがすべての幼虫はケースの巾から出てしま

ってやや変色し,シャーレの壁面に浮かして吐糸しそ

の中に入ろうとしていた.こうした状僧は他の防虫剤

ではみられなかったことである.イガ幼虫は環境条件

が恋い場合ケースから山て死ぬことが多いのでさらに

長期間試験を純けると必ず死亡率が高くなることが予

Alきれる.死亡はしないが巾-i!3症状を起すために企臼

Liの減少が大きかったと魁われる.

殺虫力検定の場合イガ幼虫はケースをつくりその中

で生活しケースごと移動するので巾に入っている幼虫

の変化を祝祭すろのは非71'号に囚難なことが多い.とく

にケース内での址死の判別がむつかしいので内田らの

方法8)を参巧にしてシ1･-レを噴めて少しでも動くも

のは一応dlJ/I:として扱った.

5. yJ-山剤効)Jの比恨検.111

兆剤況JiEと企!trt'FltのL父順 を図2.3にボした.昆虫

の薬剤感受性の分n.が沢皮そのままでなく.淡皮の対

数に対して正規分れiするといわれているが8).ここで

は1本のILEI鰍こはならず途申に変曲I.'.tをもつ2本の直

線がfrJられた.20°Clgでは EulanCNAは他の防虫

剤と仰向は邦なるが1,%で.EulanNKF.EulanU33,

MitirLFFは0.5%で変曲し.Dielmothは0.3%に変

Hh点がみられた.この変曲点のiru後で允凹の様相がこ

となるのではないかとIB･A.られる.すなわち企f-L!鬼は

Table3. Mortalitiesoflarvaeofthevariousconcentrationofproofingagents

20oC

= nS o･05 0･1
0.3 0.5 1.0 3.0

Dielmoth

EulanNKF

EulanCNA

EulanU33

MitinFF

Dielmoth

EulanNKF

EulanCNA

EulanU33

MitirLFF

6

9

4

4

4

日
リ

9

1

3

7

5

1

5

一

一

一
一

5
2

7

8
6

2

1
1

6

1

7

7

3

3

1

1

7

1

5

8

4

A
7

2

2

4

9

5

8

2

1

3

2

4

0

4

6

8

6

1 4

0

2

0

8

2

1

2

1

16 4

4

4

6

0

2

1

1

9

7

㍊

56

24

92

72

76

78

36

00

98

1

0

0

4

8

6

6

5

2

9

9
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Fig.2. Relationshipbetweentheconcentration
ofproolingagentandtheamountof
ieedingat20oC.

Fig.3. Relationshipbetweentheconcentration
olprooling agentandtheamountof
leedingat30oC.

1i釧u後の合;lr金一itLはであるが,火際の防虫剤の効3li

としては各個休がそれぞれ毛組物を企!ifL,一にiitの

薬剤が体内に取りこまれると小iWL･:川が発現して企'臼
がとまり,やがて死亡する個体がでてくる.巾iljを出

す畠を摂取する時間は薬剤濃度に反比例するので,渋

皮が高いほど申く中毒症状を起し,1,2日で食害が

とまる場合と,低温度で1週間食害が続 く場合とで変

ILlIJIiをiLiじるものと推察される.

防山効火がよいということは.lrilく企当をやめさせ
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ることにあるので,できるだけ食害虫が小さくなるIB

線の氾皮鞄畑がそれぞれの防虫剤の適正な加工濃度で

あるといえる. 掩眼で判定して食害 を認めない塁は

10mg以下であった.EulanCNAを除いてそれぞれ

の変曲点は 10mg以下の企SH鬼を示す氾皮であり,

20oC区では Dielmoth0.3%,EulanU33. Eulan

NKF,MitinFFは0.5%であった.30oC区では

Dielmoth,EulanU33,MitinFFは1本の垣線とな

った.このことは EulanUSE,MitinFFは弧皮が高

くなると死亡率も高くなっており,その鮎n'il速に企

讃達が減少したものと考え られる.EulanNKFは

0.5%に変曲点がみられ EulanCNA は1%以上で急

速に食害畠が減少し,これら2つの防虫剤は 20oCと

rfJJ]様の帆(,]を示した.Dielmothは先に述べた如く弧

皮依存性が大きく,0.05%で充分効架のあることがわ

かった.

以上の結果から EulanCNA は変曲点以下の汲皮

では防虫効果は殆んど認められず,1%の変曲点以上

になって効果の増加が著しい.このことは他の防虫剤

に比べて高波度で処理しないと効果の低い防虫剤であ

るといえる.他の防虫剤は変曲点までは食害塁の減少

が大きく,それ以上では大きな食害塁の減少がみられ

ず3%,5%間には有志な差は認められなかった.変

曲点の浪皮が適正な加工汲度であると考えられるが.

保存状暦,耐洗たく性などを考慮に入れて,もっとも

食Eifが小さくなる汲庇が適正な班用班等皮であろとIj5･え

られるので,Dielmoth0.3,%, (Dieldrin就き皮0.06

,%)EulanU33,EulanNKF,MitinFF は3,%,

EulanCNAは5%以上の氾皮を必出とする.

摘 要

(1) 白色純毛 モスリンを Eulan軌 MitinFF.

Dielmothなどの防虫剤で氾皮をかえて処出し,イガ

(TineabeLLioneLla(L･))幼虫による企flJl試験を行な

い.防虫効凪 殺虫力などの検討から火用処理汐皮の

推定を試みた.

(2)Dielmothの防虫効果は温度依存性が大きく

30oCでは0.05%でその効果は充分であった.Eulan

US古,MitinFFは30oCにおいて死亡率がP.●h.くなり.

その結果食害鬼の城少が大きかった.EulanNKF.

EulanCNA はiLi皮に大きくBg係せずは様な企tll'の帆

向を示した.

(3) yJ'虫剤の敷出力はイガ幼虫の体iriおよび処理氾

凪 試放出度に依1iL,30oCにおける死亡率が祐か

った.

(4) 防虫剤の渋皮を対数に変換すると.20oCでは

すべての防虫剤が 1つの交点をもつ2本の厄線となり

EulanCNAを除いて変LulE.毛より舷弧皮Ouでは企ufLt
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が,'iL速にホ曳少し,訂S汎皮川では郎汚なれ戎少を示さなか

った.変(ffll.I:t以上は肉眼仰 こも允!.!Eを判起し1lJず1J一劾

な氾FRであった.

(5) 以上のfJJ'斗王から災川上の処理取成は,休竹状闇

や耐沈たく作な どを･巧.b鼓して,I)ielmoth0.3%,

EulanU33,EulanNKF.MitinFF は3,%.Eulan

CNAは5,%以上を必:'iliとする.
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Summary

lnthisstudy,thefeeding damageofclothes

mothonthewoolenfabricstreatedwithproofing

agentsuchasDielmoth,EulanU33,EulanNKF

and Mitin FF,in varying concentration was

examined,andthentheconcentrationforpractical

useoltheseproolingagentswasdetermind.

Resultswereasfollow.

1)Thekillingeffectoftheseproofingagents

increasedwiththeconcentrationoftheseagents

andthiseffectwashigherat300Cthanat20oC.

2)Twodifferentstraightlineswereobserved

in the relationship between amounteaten by

clothesmothlarvaeandconcentrationofproofing

agentswhentheconcentrationoftheseproofing

agentswastransformedintologarithm.Thecon-

centration forpracticaluseof theseproofing

agentswasathigh concentration sidefrom an

inflectionpoint.

3)Theconcentrationforpracticaluseofthese

proofingagentswasdctcrmind0.3,%forDielmoth,

3% forEulanU".3% rorEulanNKF and3%

forMitinFF,respectively.

SexPheromoneoEtheRiceStem BorerMoth,ChEtoauPPreBBqtEaW L̂l(Elt(Lepidoptera:

pyr81idae)I.LaboratoryMatingJlehavior. SadahlroT̂ 'suK1,ShinjiA'susAw▲,Kyoichi

UcHtUMI,MasaakiKuRIHAfu and Jun･ichiFUKAMI(ThelnstitutcofPhysicalandChemical

Research,Wako･shi,Saitama,351Japan)ReceivedAprilll,1975.BoLylL･Kogoku,40,143,

1975.

27. ニカメイガの性フェロモン Ⅰ.室内における配偶行動 EII付F'lTY･:,抑t!沢新=, 内桁恭

一,兜IlI王政UJ,深見唄- (別けヒ学研死所.焔玉Lri和光市) 50.4.11受理

ニカメイガの配偶行動を, 宝内のコントロールされた条作下で触媒し, P釈明条件が,羽化と交尾

のタイミングに放 く形哲することを明らかにし, また, 行動のパターンを野外の場合2) と比較しな

がら,くわしくWt=載した.

12L:12Dの条件下では,羽化と交尾はそれぞれ消灯宙後と数時間後に柴申するが,連続照明下で

は,羽化は特定の時間掛 こ災申せず, 交尾は抑制されるが, 任意の時刻に消灯すればただちに行な

われることがわかった.

個々の行動のパターンは. 野外で観察されたものと北本的には変らないが. オスの ｢押印jlを和｣

に代って ｢交尾前活動｣がみられた.メスのコ-.)ング鼓鰍 こは, IYP止7L:鰍 こ近いものから. 典形

的なものまで種々の段階が認められた. 即納行動は, メスのコーー)ング;オスの交Fii的防空臥 メー

ティングダンス, おLtび交Fi行動;メスの交侶ftt容行動;交Fiの恥 こ行なわれ それらのうち.お

そらくオスのノーティングダンスT_.'けが.メスの性フェロモンによってF;円的されろ.

Thcricestem borer,Chilesupbressatl'S,isa described by KABtJRAXletaL in 19391),this

well･known insectpesttoriceplantsofJapan phenomenonhadscarcely been regarded until

andothereastandsouth･eastAsia.

Althoughattractancyoffemalemothstomale

mothshasalreadybeensuggestedin･thereport

recentyears.Theauthorspreviouslyreported

thatinthisinsectthesexpheromonecouldhave

playedanimportantroleinattractingmalesfrom

143


